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とい う概念を導入することによっ て､ある種の物理量に関 して､Hartree-
Fo七k近似の結果を若干皿Od土fyするような結果を与え､多体効果が定性的な
傾向まで変えるようなものではなかったg3)しか し､それはもちろん ¶low ex-
citaも主on-■が関与するような現象のみを考えていたからであって､Fe-rmi
面からはなれたところの電子､holeが関与する現象では､Hartree-才ock
の結果は､必ず しもあてにはならなth o たとえばspinⅥaveは ､ (pD-Sもat∈
と (p+ qJ)-stateの電子が "bound-State"を作ることによって出現する.,
この時､h･Pleが､upspinbandの .Fermi面に近いと､ 出来た電子は､








































~牙3図(a),(e)のようなdiagram は考えないO とい うのは､これらに対応 し
て必ず､牙4図(a),(b)のような(a)ib)のようなdiagTanがあるからで､結局､
牙 2図の斜線部として､牙 3図(a),(ら)を考えたものにすぎなhか らである｡ す
なわち､矛 2図の円形には､ ユadder以外の 打irreducible fourvertex
part R か exchange以外の 一irreducibleselfeiユergy Part'･の一方



































(7)の ZerO-POintは Izuy-aetal(蟻 よって圃べ られていて､Stoner




























H(q,触 )-T2En〝n〟IEP"p〝.A(P･"q)npf,0)p′〝(q,vm)柏 ,"q )
は boundstateの Green関数の 符S占Ifenergyparも !- である｡
(13)
5 まず,牙 5図のように､一体のGreerl関数が correlationをいれて
modifyされることに与る効果を考えるoそ うすることに与って､一体の
Green関数が有限の寿命を持つ ことにようて､H左rtreeヰ1ock 近似の結果
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excitationの SPeCtrun の Orderで SPinWaveの振動数よ狛はるかに














計算を振 b返って見ると､それは､ いわば当然のことである｡ とい うのは､
(p+q,i)一朗at身ま､なるほ どそこに一億だけ粒子があるならFermiener-
gy よb大 きなェネルギーを持って､早 (dampするが､今は､この電子は､
(p,千)stateの holeと nboundstaもe!'を作っていて､ エネルギ-が､
単一粒子の場合よb遥かに下っているのである｡ したがって､ (22)の Oraer
es七imationが出来て､ 依然､quチSトparもicleと holeの けbound
s也 もe打とい う像を措 くことが出来る｡
6 次に､矛6図(a)のような correlaもionpartを考える占-斜線を引いた








･p(S)p′〝(q,wm埼 -+ql(en-+wm)Gp〝･再 n-∫) (24)
(25)の計算は､Eliashberg(6)の nOもa七ionを使って次のように書ける｡
忘 )22p-Ep-,jfde ,∫d8-,細 -,kjgi(P〝,近)
･3,(塾,(A)gj(p-,近)


















か ら､ (26)の i,j-1Qr3の項は0回 であることが判るo また i-2の項
は､ Ii-0回 であり､ ui-2は､ろ2-0回 である｡ 故に (25)は､0回 である
ことは判るが､それ以上のことは､･L7(ij-)の a)-dependerlCeを考えないこと
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